
議 事録

会議 名 金 属・セ ラ ミ ッ ク ス 技 術委 員 会 主催者：電気 学会

日時 平成 年 月 日（ 水） 場所：日本交通協 会第 会議 室

出席者 一 瀬（ 電中研），岩城（ 日立），下 山（ 東大），木村（ 古河 ），敬称略

【 提出資料】

１ ） 平成 年 金 属・セ ラ ミ ッ ク ス 技 術委 員 会分掌

２ ） 平成 年度金 属・セ ラ ミ ッ ク ス 技 術委 員 会活動計 画

３ ） 名簿

【 議 事】

１ ．金 属・セ ラ ミ ッ ク ス 技 術委 員 会分掌

資料 に よ り ，今年度も 昨年度と 同じ メ ンバ ー が 担当す る こと に なっ た 。

但し 、幹事補佐に つ い て は 、田中さ ん が 退任し た こと で 、後任の 三村氏が 就任す る こと

で 了解済み 。

委 員 長の 任期は 年間で あり 、一 瀬委 員 長も 今年で 年目を 迎え 最終年に あた る 。

２ ．平成 年度金 属・セ ラ ミ ッ ク ス 技 術委 員 会活動計 画

平成 年度金 属・セ ラ ミ ッ ク ス 技 術委 員 会活動計 画に うち 、研究 会なら び に シ ンポ ジ ウ

ム に つ い て 、審議 ，検 討し た 。

２ － １ ．研究 会

開催時期： （ ～ ） の 前日（ 日曜日） に 開催す る 計 画。

対象者：発表資格は “ 学生” と 若手企業 研究 者（ 歳以下 ） ？

発表形式：シ ョ ー ト プ レゼンテ ー シ ョ ン（ 分） ＋ ポ ス タ ー 、総計 件程度

目的：分野を 超え た 若手研究 者の 横 の つ なが り を 持つ 機会を 提供

資料： ペ ー ジ 件→ 電気 学会が 販売す る 。（ 電気 学会規 約に 則る ）

以上の 内容を ベ ー ス と し て 、他学会（ 応 物、低温 工学等） と 相談中。

２ － ２ ．シ ンポ ジ ウ ム

「 超電導発見 周年記念シ ンポ ジ ウ ム 」 と 題し て 、平成 年 月 日 日大阪大

学で 開催す る こと を 提案 し た い 。

午前中、 時間、午後は 時間。初日の 午後 時間を ベ ー ス に 、講演者を 考え た い 。

誰が 適任か ？→

濱島先生が 、 部門の 技 術委 員 長を や ら れ て い る の で 、そ ち ら の 計 画と 相乗り 、ある い は

合同で 実施し た 方が よ い と 思う。
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金 属系、酸化 物系と わ け ら れ る 。 ＋ で は 熊倉先生が 適任。

金 属系で は 、井 上廉さ ん が 適任で は 。 の 立上時の 話も 聞け る と 良い が 。線材

メ ー カ ー か ？

以上の 議 論を 踏ま え て 、ま ず は 濱島先生と 一 瀬委 員 長が 相談す る 。

３ ．名簿に つ い て

本会の 委 員 に つ い て 、昨年度の も の を 基本と し て い る が 、今ま で 一 度も 出席さ れ て い な

い 委 員 、既 に メ ー カ を 退職し て い る 委 員 に つ い て は 、委 員 を 外す こと に し た い 。→ 了解。

現在、出席さ れ て い る 委 員 は 、超電導を 研究 し て い る メ ンバ ー が 主体だ が 、セ ラ ミ ッ ク

関 係の 人数が 少ない 。この 人数の 不均 衡を 修正す べ き で は ない か 、と の 意 見が 出さ れ た 。

→ 吉 川先生の 意 見を 聞く こと に す る 。

４ ．そ の 他

次回の 委 員 会は 、 月末～ 月に 開催す る 。

以上
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